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10月28日に連合長野第34回年次大会を長
野市内会場とWeb併用で開催し、2022年度活
動経過並びに決算、2022-2023年度運動方針
補強ならびに2023年度予算、新任役員が満場
一致で承認されました。また、組織財政検討委
員会での議論経過と次年度に向けた共通課題
の報告がされました。コロナ禍を考慮し、代議員
･役員含め120名と、Webより40名が出席し、80
名に委任状を提出いただきました。
■変えてはいけないもの、変わっていくもの“不
易流行”
開会の挨拶で連合長野・相澤健弘副会長は、

「1989年11月21日は何の日にちか分かります
か」と問いかけ、「連合発足の日。当時は78産別
800万人でスタートした」と当時から変えてはいけ
ないもの変わっていくもの、“不易流行”について
語りかけました。

大会議長として自治労・小川
晃議長と農団労・飯嶋忠造議
長が登壇し、就任挨拶で小川
議長は、コロナ禍で制限されて
きた3年間を振り返り、“対面で
の討論で生まれるエネルギーの
大切さ”について語りました。

■現場は労働運動の原点
連合長野・根橋美津人会長の

挨拶では、「雇用や労働、暮らしが
かつてないほど痛んでいる。今、労
働組合というセーフティーネットや、
労働者参加のシステムが求められ
ていることを、自信をもって体現し

なければならない。
一方で、繰り返し
ている対話の場で共通する声のひとつは、“労働
組合を身近に感じられず、何をしているのかわか
らない”といったものである。不易流行からすれば
現場は労働運動の原点である」と、改めて労働
組合の役割と対話の重要性を強調しました。
■地域に根差した顔の見える運動が重要
連合本部・山根木晴久副事務局長は、地域
運動の重要性に触れ、
「地域に根差した顔の見
える運動を展開すること
が大切。産別・単組の縦
と地協の横の繋がりを
しっかりと持ち、職場や家
庭の生活拠点に近いところでの運動を展開す
ることが重要」と語りました。
■阿部知事に期待や要望ボードを渡し、県政
への強い関りを示す
大会では、先般の長野県知事選挙で当選を

果たした阿部守一知事に、各産別や各地協か
ら寄せられた期待や要望を付せんに書き、模造
紙に貼り付けたボードを渡し、県政への強い関り
を示しました。阿部知事からは選挙支援の御礼
があり、「引き続きの県政、対話と共創を掲げて
いる。連合長野の皆
さんとは、是非地域
ごとに対話の機会を
設けて頂きたい。皆
さんと一緒に政策の
立案・実行へと、これ
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まで以上に踏み込んで協力頂きたい」と話がありました。
■働く者の将来の安心と希望を持てる社会をつくること
が、全ての野党の目標
杉尾秀哉参議院議員からは、参議院選挙支援の御礼が

あり、「若い組合員の声に直接触れ、真摯に耳を傾け国会で
訴えてみたい。連合長野との関係を再構築したいとの思いか
ら、選挙期間前に10地協と懇談をさせて頂いた。働く者の将
来の安心と希望を持てる社会を作っていくことが、立憲民主
党をはじめとした野党全ての最大の目標である」と語りました。
■2022-2023年度運動方針補強を確認
新たに確認された2022-2023年度運動方針補強では、
昨年度の定期大会で確認された「安心社会へ新たなチャ
レンジ」の2年間のスローガンを基本に、「16万連合長野の
実現行動を通じた、多様な就労者を含めた集団的労使関
係の構築・強化」および、「働くことを軸とする安心社会の
実現に向けた政策・制度実現力強化」、「男女平等参画、
ジェンダー平等の推進、均等待遇、ワーク・ライフ・バランスに
向けた取り組み」、「連合長野・労働運動を支える、人財・
財政・組織の運動基盤の強化」などを掲げています。
■出席代議員3名から要望等を頂く
代議員3名からは、組織財政検討委員会での産別・地協

からの幅広い意見聴取、県内各地から選出された専従役
員費用の補充、表彰規定の見直し、エッセンシャルワーカー・
公共サービスへの投資を求める運動への引き続きの連合支
援、カスタマーハラスメント対策等の意見・要望を頂き、また、コ
ロナ禍の影響による公共交通事業の低迷に対し、携わる労
働者への支援の御礼がありました。（詳細は下段より）

■次なる飛躍への一歩を踏み出そう！
中間年度ではあるが単
組事情のため、役員7名が
交代し、この間ご尽力いた
だいた役員6名の功労役員
表彰が行われました。
その後、大会書記長であ

る連合長野・和田満紀執
行委員が大会宣言を行い、「安心社会へ新たなチャレン
ジ！いまこそ、次なる飛躍への一歩を踏み出そう！」と決意を
込め、満場一致で採択されました。
■“個々の存在”へと価値観が変化
閉会の挨拶で連合長野・花見亮一副会長は、「戦前か

ら戦後まもなく、大衆の価値観の軸となったのは、“食料”
だった。高度経済成長期を向かえ、価値観の軸は“お金”
に変わり、今では“個々の存在”へと価値観が変化してきて
いる。世代によって価値観の軸が異なり、多様化を極める
中で、労働運動を進める上での組織的なコンセンサスを得
るためには、これまで以上のエネルギーが必要となる」と新
たな発想や工夫の必要性を語りました。
最後に根橋会長

の「安心社会へ新
たなチャレンジ、私た
ちが未来をつくる」
の発声による団結ガ
ンバロウで、年次大
会を締めくくりました。

☆意見・要望等
���������� 櫻井由紀夫代議員（ＪＡＭ甲信）
連合長野・労働運動を支える「人財・財政・組織」の運

動基盤の強化について、地協活動および労福協活動の
役員の担い手不足・財政の逼迫があって、組織財政委員
会としても地域の皆さんの声をしっかりと聞いて、今後のあ
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るべき姿を見いだしていきたいと言っているが、そこに産別・
地協の話も聞いていただき、より多くの人と議論を深め、あ
るべき姿を見いだして頂きたい。
また、ＪＡＭとしても連合長野に副事務局長を派遣してい
るが、専従役員4名共に長野市以外の在住であり、単身赴
任や時間を掛けて通勤している人もいる。広域からの役員
派遣となっているが、役員手当はともかく、赴任手当等は無
い状況である。厳しい財政ではあるが、長野県は広域なの
で、より広い地域から優秀な人材を確保していく意味でも、
赴任手当等の検討をお願いしたい。
連合長野規定のなかで表彰金は、4年を上限に定額制

で決まっている。ポイント制で役職・年数により決めている産
別・単組が多い中で、役員を少しでも長く続けて頂くために
も見直しを検討頂きたい。
������������ 松本晋平代議員（自治労）
「働くことを軸とする安心社会」に向けた「政策制度」

「ディーセント・ワーク」の実現について、新型コロナウイルス蔓延、
激甚化する大規模な自然災害の増加が、公務労働の職場で
は非常に大きな影響が出ている。いわゆるエッセンシャルワー
カーや公共サービスを提供する職場の、平時からの人員の確
保、職場・労働環境の整備の重要性が改めて浮き彫りになっ
た。自治労長野県本部では、「公共サービスの職場にもっと投
資を」という街頭アピールを先般連合長野と一緒に行った。ま
た、病院等の厳しい職場環境の改善に向け、数多くの支援を
頂いたことに感謝する。今後も地域社会の皆さんの健全な公
共サービスを守るため、引き続き連携・支援をお願いしたい。
労働安全衛生のハラスメント対策について、連合長野の
長野県政への要求・提言でカスタマーハラスメント対策の要
求を行った。コロナ禍の影響で公務職場でもカスタマーハラ
スメントについては、大変厳しい状況であったと報告されて
いる。行政であれば県の対策条例などの制定が必須であ
り、議会の場を含めてハラスメントに関わる課題や、社会的

問題として広く周知を図る取り組みをお願いしたい。
����������� 青木雅裕代議員（私鉄県連）
コロナ禍により、私鉄県連・全国の仲間が大変厳しい状況

となり、この間あらゆる支援策の模索を行ってきた。連合長野
の協力を受けながら支援策の要請を行い、実現に繋がり今
日に至っている。多くの支援を頂いたことに感謝し御礼を申
し上げる。依然として私たちの働く職場は、厳しい状況が続い
ているので、今後も引き続き連合長野の支援をお願いしたい。
☆回答
����������� 小松豊事務局長（連合長野）
組織財政検討委員会の議論を

する上で、関連組織から多くの意
見を聴取する必要性についてはご
指摘の通りであり、地協・産別から
の意見も聞いていきたい。専従役
員費用については、中央会費制度
の一本化の検討と合わせて見直しを行いたいところですが、
詳細は決まっておらず、非常に大きな課題と認識している。財
政的な背景をしっかりと精査した上で検討していきたいと考え
ている。役員表彰については、実態に即した形で検討していく。
エッセンシャルワーカー・公共サービスへの投資を求める街
頭行動については先般自治労と一緒に行わせていただいた。
全国的にも珍しい取り組みであり、同じ連合に集う仲間として、
官・民を分けることなく連携を継続していきたいと考える。カスタ
マーハラスメントについては、公務職場だけではなく、サービス
業からも上がってきている。県政要求での取り扱いも踏まえて、
しっかりと実態把握を行い、実効ある取り組みとしていきたい。
コロナ禍での支援については、連合長野だけではなく、
私鉄県連独自で杉尾参議院議員との連携を取りながら進
めてきたことも大きかったと考える。好不調の差が大きい春
季生活闘争結果を見る中で、回復が定着するまでは、厳し
い業界・業種に対しては、継続した連携を図っていきたい。
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会　　長 根橋　美津人 電機連合
副 会 長 西 澤　 忠 司 自治労

山 口　 正 巳 電機連合
岩 崎　 直 一 JAM甲信
斉 藤　 直 子 UAゼンセン
花 見　 亮 一 JP労組
坂 井　 崇 人 電力総連
橋 本　 真 伸 農団労
山 口　 喜 子 ＪＰ労組

事務局長 小 松　　 豊 基幹労連
副事務局長 小 日 向　 茂 自治労

竹 村　　 進 JAM甲信
執行委員 湯 本　 憲 正 自治労

風 間　 拓 也 電機連合
篠 原　 彩 香 電機連合
佐 野　 亮 一 JAM甲信
中 島　 法 恵 JAM甲信
鈴 木　 克 也 UAゼンセン

執行委員 赤 羽　 美 咲 UAゼンセン
寺 島　　 優 自動車総連
綿 貫　 広 紀 JP労組
山 岸　 丈 夫 電力総連
山 浦　 夏 実 電力総連
小 熊　 淳 司 農団労
水 石　 謙 二 情報労連
金 井　 俊 彦 運輸県連
和 田　 満 紀 フード連合
白 鳥　 浩 司 基幹労連
若 林　　 茂 私鉄県連
冨 岡　 克 彦 全電線
芦 沢　　 守 全国一般
和 田　 昌 樹 森林労連
宮 本　 洋 一 国公総連
古 畑　 隼 人 JR総連

会計監査 降 幡　　 稔 JR連合
岩 倉　 朋 視 全水道
小 野　 紘 明 労済労連 

2022-2023年度  役員一覧（敬称略）

退任役員一覧

副会長 相 澤　 健 弘 電機連合
村 田 由 紀 子 自治労

執行委員 曲 渕　 紀 子 電機連合
伊 勢 田 美 幸 電力総連
南 澤　 延 幸 国公総連

会計監査 田 中 千 香 子 労済労連

（敬称略）

退任の皆さん、
大変お疲れ様でした。


